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先月の振り返り: 8月のドル円相場は、111円～108円半ばで推移。米雇用統計の結果が市場予

想より良かったものの、ドル高基調に転換するまではいたらなかった。利上げ期待感が後退し

たり、北朝鮮によるミサイル発射実験やそのことに対するトランプ大統領の過激発言に伴う有

事リスクもあり、ドル売りの流れとなったが、金委員長が米国の動向を見守るとの発言が伝わ

ると一転ドル買戻しとなった。さらに良好な米経済指標発表もあり、有事リスク前の水準まで

持ち直したものの、バルセロナでおきたテロ事件や米国政権の不安定さが改めて浮き彫りと

なってきたことから、再度ドル売りの流れとなった。
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EXTRA VISION

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

　日銀金融政策決定会合

　新築住宅販売件数

今後の展開: 良好な経済指標発表からドル買いが見受けられたものの、北朝鮮に

よるミサイル発射実験が行われたことが、有事リスクによるドル売りを誘発する

など突発的な情報に対応せざるを得ない状況が続いている。さらに9月3日には北

朝鮮が核実験を行ったとの情報が流れたことにより、週明け月曜日の早朝に各通

貨は大きく値が飛んで始まるなど、有事リスクが週末に起こったことによる週明

けリスクが大きくなってきた。このことからもポジションは長く持ち続けない方

が良いのかもしれない。いずれにせよリスクは大きく取れないことから、早め早

めの判断力が問われてくることになるだろう。
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)
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